
年次 学校名 　校長名 　　　　　　　　　　　　　　　　重要事項

明治５年 三宅村義黌 湯本　葭彦 三宅村義黌創立

明治６年 上田 重次郎 同校延命寺に開く

明治７年 三宅村義校 第４中学校区１９番小学校区三宅村義校と改称

明治８年 時雍学校 洋風３層の校舎新築落成開校 時雍学校と改称

明治９年 通学区域：法立村、三宅村、西溝口村、氷室村、須ヶ谷村、東城
村、今村、井堀村、板葺村、坂田村

明治１５年 屯倉学校 中島郡第３４学区屯倉学校と改称
通学区域：法立村、三宅村、須ヶ谷村、東城村、板葺村

明治２０年 尋常小学校三宅学校 尋常小学校三宅学校と改称     通学区域：三宅村、氷室村、東城
村、目比村、今村、井堀村、坂田村

明治２７年 三宅尋常高等小学校 三宅尋常高等小学校と改称
通学区域：丸甲村、三宅村、左右川村、東城村、六輪村、実田村

明治３４年 三宅尋常小学校 中島郡三宅村立三宅尋常小学校と改称
通学区域：三宅、東城、板葺

明治４０年 木下 佐太郎 中島郡平和村立三宅尋常小学校と改称
通学区域：三宅、東城、坂田、氷室

明治４１年 神田 芳太郎

明治４２年 伊藤　秀一

大正１１年 三宅尋常高等小学校 野口　豊治 三宅尋常高等小学校と改称     通学区域：三宅、東城
校歌制定

大正１４年 岩谷　信次

昭和２年 水谷 瀧三郎

昭和３年 伊東　照政

昭和４年 若松　長保 学校後援会創立

昭和６年 服部　　茂

昭和９年 一宮中学庭球大会優勝（昭和９・１１年度）

昭和１２年 浅井　重仁

昭和１４年 二宮金次郎像除幕式

昭和１５年 平和村立国民学校 浅井　英逸 中島郡平和村立国民学校と改称   通学区域：三宅、東城

昭和１６年 上田重次郎先生像除幕式

昭和１７年 内藤　　彰

昭和２０年 終戦

昭和２１年 沖五　七重

昭和２２年 平和村立三宅小学校 中島郡平和村立三宅小学校と改称     通学区域：三宅、東城

昭和２３年 PTA設立総会

昭和２４年 吉田　精一 県教委より社会学級の表彰受ける

昭和２７年 戸田　寛道 村教育委員会発足

昭和２８年

昭和２９年 平和町立三宅小学校 川口　俊一 町制施行

昭和３２年 鈴木　明雄

昭和３４年 伊勢湾台風罹災者収容     ブランコ・ジャングルジム設置

昭和３５年 谷野　正敏 校門竣工

昭和３７年 足立　克己

昭和３９年 フラワーブラボーコンクール参加

昭和４０年 服部　治明

昭和４１年 鉄筋校舎竣工



昭和４５年 前浪団地より転入生入る

昭和４７年 林　　秋敏 鉄筋校舎６教室竣工

昭和４８年 プール竣工

昭和４９年 角田　猛二

昭和５０年 校歌復活

昭和５１年 内田　　旭 三宅記念館保存委員会発足

昭和５２年 校舎増築竣工     上水道供給

昭和５３年 近藤　　等 体育館竣工

昭和５６年 校舎増築竣工    学校給食優良校として文部大臣表彰を受ける

昭和５８年 宇佐見 碩男

昭和５９年 三宅記念館一部開放

昭和６１年 「心のふるさと     みやけ」発行

昭和６２年 全国教育美術展県一位

昭和６３年 稲垣　輝雄

昭和６４年 パソコン室完成

平成２年 加藤　金一

平成４年 校庭整備完了

平成５年 服部　宣夫 観察池・鳥小屋整備完了

平成７年 県教委より優良家庭推進地区として表彰される

平成８年 榎戸　啓己 遊具整備

平成１０年 大宮　　貢 「みやけのあゆみ」発刊

平成１３年 才能開発実践教育校受賞

平成１４年 箕浦　明雄 学校完全週５日制開始

平成１６年 田中　潤子

平成１７年 稲沢市立三宅小学校 町村合併により稲沢市立三宅小学校に改称
愛知万博にて三宅祭り囃子発表

平成２１年 平松　憲雄 尾張PTA連絡協議会研究発表

平成２２年 愛知県道徳教育研究大会にて公開授業

平成２５年 三井　博嗣

平成２６年 ESDあいち・なごや子ども会議参加

平成２７年 県教委より学校連携     仲間づくり推進事業委嘱
特別支援学級開設     三宅太鼓張替

平成２８年 アウトリーチ演奏会

平成２９年 三宅モジュールタイム開始

平成３０年 稲垣　　泰 市セーフティプラスワン事業開始

平成３１年 普通教室・図書室・保健室・会議室のエアコン工事
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため一斉臨時休業開始（２月
末から）

令和２年 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため一斉臨時休業継続（５月
末まで）   理科室改修工事

令和３年 浅野　弘一 タブレットＰＣ整備・児童一人一台ずつ導入
学校運営協議会発足　　音楽室エアコン工事

令和４年 開校１５０周年記念事業   ジャングルジム設置


